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信繁の甲冑を試着しポーズを決める佐藤友也さん（26歳・岩城亀田亀田大町）
と流生君（岩城小1年）親子、御田の方の装いでなぎなたを持つ金森優花さん
（同小6年・岩城内道川）と天鷺村関係者、地域の皆さん（6月11日、天鷺村で）
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リビングショップ
　　　 まるだい

ハガキ、
ファクシミリ、
電子メールで
ご応募ください。

Q1  

１　妙慶寺
２　法隆寺
３　龍門寺

御田の方の墓が残る
岩城地域のお寺は？ Q2 

１　一文銭
２　三文銭
３　六文銭

真田家の家紋は？

営業／8:30～19:00
（土日は17:30閉店）
定休日／元日

「良いものいもの」にこだわこだわる老舗の金物店
《第51回》回》

「良いもの」にこだわる老舗の金物店
《第51回》

24

〒015-8501 秋田県由利本荘市尾崎17番地
 Eメール：kouho@city.yurihonjo.akita.jp
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
る
市
内

各
地
域
の「
人
気
の
お
店
」、「
頑
張
る
会
社
」
を
紹
介
し
ま
す
。

今
回
は
、
本
荘
地
域
の
「
リ
ビ
ン
グ
シ
ョ
ッ
プ 

ま
る
だ
い
」
で
す
。

本荘地域本荘地域「リビングリビングショッショップ まるだいまるだい」本荘地域「リビングショップ まるだい」
》》》》》》

店店店店 広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

広
報
紙×

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
共
同
企
画

7/ 2121（木）ま
でまで7/ 21（木）ま
で

読 者
プレゼント

■
よ
ろ
こ
び

　

こ
れ
ま
で
50
年
以
上
店
を
続

け
て
き
て
、
た
く
さ
ん
の
人
と

出
会
っ
て
い
ろ
ん
な
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
商
品
を
買
っ

て
も
ら
う
の
も
う
れ
し
い
が
、

立
ち
寄
っ
た
お
客
さ
ん
と
仲
良

く
な
る
こ
と
も
楽
し
み
。
山
菜

用
に
大
き
な
鍋
を
買
い
に
来
た

人
、
漆
塗
り
の
お
猪
口
を
一
つ

だ
け
買
い
に
来
た
人
。
そ
れ
ぞ

れ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
て
、
全
て
が
財
産
に

な
っ
て
い
る
。
お
客
さ
ん
に
支

え
ら
れ
た
か
ら
今
が
あ
る
。

「好きで楽しかったから続けてこられた」と話す池田さん

リビン
　　
営業／
（土日
定休日

広広

■
今 

後

　

ゆ
く
ゆ
く
は
息
子
さ
ん
に
店

を
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。
大
型

の
量
販
店
が
多
く
な
り
経
営
は

楽
で
は
な
い
が
、
変
わ
ら
ず
に

「
良
い
も
の
」
を
提
供
で
き
る
店

と
し
て
続
け
て
い
け
た
ら
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
い
き
い
き

と
し
た
表
情
が
印
象
的
な
池
田

さ
ん
。
は
じ
め
は
「
や
れ
と
言

わ
れ
た
か
ら
や
っ
て
い
た
だ
け
」

と
笑
い
ま
す
が
、
商
品
に
つ
い

て
勉
強
す
る
う
ち
に
楽
し
く
な

り
、
知
識
も
ど
ん
ど
ん
増
え
た

そ
う
で
す
。
好
き
な
物
に
囲
ま

れ
て
幸
せ
と
語
る
ま
な
ざ
し
は

き
ら
き
ら
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

店
内
に
は
、
職
人
技
が
光
る

美
し
い
江
戸
切
り
子
の
コ
ッ
プ

や
色
と
り
ど
り
の
陶
器
、
見
た

目
に
も
し
っ
か
り
し
た
作
り
の

鍋
類
な
ど
が
ず
ら
り
。
長
く
使

え
る
確
か
な
品
を
探
す
に
は
絶

好
の
お
店
で
す
。

所狭しと並ぶ品々が目にも楽しい

繊細で可憐な色と模様が
印象的なカップ

カタログを手にいきいきと
商品を説明する池田さん

長
年
店
主
を
務
め
る
池
田

千
鶴
子
さ
ん（
80
歳
）に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

■
創 
業

　

明
治
33
年
か
ら
の
記
録
が
あ

り
、
今
年
で
１
１
６
年
の
老
舗
。

大
内
地
域
出
身
の
千
鶴
子
さ
ん

は
嫁
い
で
き
て
店
を
任
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
３
代
目
に
当
た

る
。
今
は
息
子
さ
ん
と
一
緒
に

店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る
。

　
■
こ
だ
わ
り

　

昔
か
ら
の
付
き
合
い
で
、
百

貨
店
や
デ
パ
ー
ト
に
入
る
よ
う

な
品
質
の
良
い
も
の
を
仕
入
れ

て
い
る
。
30
年
ほ
ど
前
か
ら
は

金
物
だ
け
で
な
く
陶
器
類
も
扱

う
よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
家
庭

向
け
の
台
所
用
品
か
ら
、
飲
食

店
な
ど
営
業
用
の
特
殊
な
調
理

器
具
ま
で
取
り
寄
せ
で
き
る
。

　

と
に
か
く
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の

は
「
安
け
れ
ば
い
い
」
の
で
は

な
く
「
お
客
さ
ん
に
確
か
な
も

の
を
届
け
た
い
」
と
い
う
こ
と
。

店
に
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

東
京
の
百
貨
店
や
見
本
市
を
見

に
行
く
な
ど
し
て
、
自
分
の
目

で
実
際
に
見
て
勉
強
し
て
き
た
。

　

製
造
地
や
定
価
が
明
確
な
も

の
だ
け
を
扱
っ
て
い
て
、
ギ
フ

ト
用
品
も
予
算
に
応
じ
て
一
流

メ
ー
カ
ー
で
そ
ろ
え
ら
れ
る
。 

お
客
さ
ん
の
要
望
に
応
え
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
こ
と
を
何
よ
り

大
切
に
し
て
い
る
の
で
、
ど
な

た
に
も
安
心
し
て
買
い
に
来
て

も
ら
い
た
い
。

「明治参拾参年」と書かれ
た当時の帳簿。長い歴史を
物語っている

今の店舗の２つ前
のお店の中。昔か
ら品揃えが豊富だ
った様子が窺える

外壁のこのマークが目印！外
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Monthly
Zoom-up

御
田
の
方
の
イ
メ
ー
ジ
画（
左
）と
宝
物
殿
に
あ
る
女
性
用
の
甲
冑
（
下
）

岩
城
ま
ち
歩
き
案
内
人
か
ら
「
御
田
の
方
」
の
説
明
を
受
け
る
皆
さ
ん

中
央
が
墓
所　
（
６
月
14
日
、
妙
慶
寺
で
。 　
　

秋
田
魁
新
報
社
提
供
）

ゆかりの地 由利本荘市

亀田を

ＮＨＫ大河ドラマ「真田丸」が高い視聴率を誇り、話題になっています。
本市は、信繁（幸村）の五女・直が亀田藩主の正室「御田の方」であり、
三男の幸信公も藩士に迎えられたという深いつながりがあります。
大河ドラマ本編に御田の方の母（隆清院）が登場するほか、真田家と
関わりを持つ各地の史跡を巡る「真田丸紀行」コーナーの収録が、
先日亀田地区で行われました。
また、秋には映画「真田十勇士」の公開も予定され、信繁と血縁のある
亀田地区が全国から注目されるものと、期待が増しています。
市では、真田家への関心の高まりを観光振興や地域活性化に結びつける
ため、「真田ゆかりの地・由利本荘」を積極的に発信しています。

お  でん真
田
信
繁
と
本
市
の
つ
な
が
り

ぼ  

だ
い

か
っ

ち
ゅ
う

ま
き  

え

い  

こ
う

ＮＨＫ「真田丸紀行」、本市亀田地区で収録「天鷺六文銭ランチ」（記事は６㌻）
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宮
城
県
白
石
市
、
蔵
王
町
と
真
田
家
の
つ
な
が
り

　

信
繁
と
ゆ
か
り
の
あ
る
宮
城
県

白
石
市
、
蔵
王
町
と
本
市
が
連
携
し
、

３
月
に
「
み
ち
の
く
真
田
ゆ
か
り
の

地
観
光
振
興
協
議
会
」
を
設
立
し
ま

し
た
。
協
議
会
で
は
共
同
宣
伝
体
制

を
構
築
し
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ
ネ
ル

や
ポ
ス
タ
ー
、
の
ぼ
り
旗
を
活
用
し

た
観
光
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
み
、
首
都
圏

や
仙
台
圏
か
ら
の
誘
客
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
発
見
、
み
ち
の
く
真
田
ロ
マ
ン
ス
」

と
題
す
る
Ｐ
Ｒ
動
画
を
公
開
中
。
本

市
は
「
六
文
銭
の
宝
が
語
る  

み
ち
の

く
真
田
最
北
の
地
」
と
し
て
温
泉
・

物
産
・
秋
田
由
利
牛
な
ど
の
情
報
を

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
真
田
家
の

本
拠
地
・
長
野
県
上
田
市
と
も
連
携
。

ゆ
か
り
の
地
を
結
び
、
各
種
情
報
の

発
信
や
双
方
向
ツ
ア
ー
の
実
施
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
月
８
、９
日
の
旧
藩

祭
に
は
蔵
王
町
か
ら
の
バ
ス
ツ
ア
ー

が
あ
り
ま
す
。

　

旧
藩
祭
で
は
各
市
町
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
紹
介
、
物
産
な
ど
を
販
売
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
協
議
会
の

共
同
宣
伝
活
動
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

各
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
本
市
の

ブ
ー
ス
を
設
置
し
、
宣
伝
・
物
販
活

動
を
行
い
ま
す
。

みちのく真田ゆかりの地観光振興協議会ホームページ　http://www.michinoku-sanada.jp/

◇真田家系譜 （抜粋） ～白石市、蔵王町、本市、上田市関連

松尾城主
初代

上田城主
沼田城主
上田城主
松代城主

松代城主

幸 隆 昌 幸 信 之
信繁信繁 阿 梅（三女）

  直　（五女）＝御田の方の方
大 八（次男）
幸 信（三男）

〈幸村〉〈幸村〉

信 政

秋田

宮城

長野

由利本荘市★由利本荘市★由利本荘市★

上田市★上田市★上田市★

★　白石市　白石市★　白石市
★蔵王町★蔵王町★蔵王町

ゆかりの地
由利本荘市

亀田を 全国へ売り込む！！

4広報ゆりほんじょう 平成28年７月１日号

　

大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
人
気

を
捉
え
、
市
で
は
五
女
・
御
田
の
方

や
妙
慶
寺
な
ど
を
紹
介
し
、
ゆ
か
り

の
地
で
あ
る
こ
と
の
売
り
込
み
に
力

を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
頃
か
ら
は
東
京
駅
や
横

浜
駅
、大
宮
駅
、千
葉
駅
な
ど
、首
都

圏
の
主
要
駅
構
内
に
大
型
ポ
ス
タ
ー

が
張
り
出
さ
れ
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
は
御
田
の
方
の
甲
冑
や

「
六
文
銭
」
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に
、

「
み
ち
の
く
真
田
ゆ
か
り
の
地
・
由
利

本
荘
」
を
表
示
し
た
、
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
デ
ザ
イ
ン
。
注
目
度
を
高
め
、

市
を
強
く
印
象
付
け
る
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、
秋
田
放
送
、
秋
田
テ
レ
ビ
、

秋
田
朝
日
放
送
の
県
内
民
放
３
局
で

は
先
月
18
日
か
ら
「
旧
藩
祭
」
用
の

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
（
Ｃ
Ｍ
）
を

放
映
中
で
す
。

　

こ
の
Ｃ
Ｍ
は
、
御
田
の
方
の
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
が
亀
田
へ
の
来
訪
と
甲
冑

試
着
体
験
や
旧
藩
祭
を
告
知
す
る
内

容
。
今
月
中
旬
か
ら
は
妙
慶
寺
や
龍

門
寺
を
映
し
、
Ｊ
Ｒ
羽
後
亀
田
駅
か

ら
の
無
料
送
迎
（
土
・
日
・
祝
日
）
を

紹
介
す
る
内
容
に
変
わ
り
ま
す
。
市

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
情
報
ラ
ン
ド
」

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
も
放
送
し
て
い

ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

首都圏の主要駅に掲示されるポスター（上は縦型、右上は横型）
テレビコマーシャルの冒頭（右の中段）と最後の画面（右下）

■送迎【アクセス便予定時間】（土・日・祝日）

9：35 9：45
羽後亀田駅 発 天鷺村 着

12：50 13：00
12：20 12：30
天鷺村 発 羽後亀田駅 着

15：30 15：40
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御
田
の
方
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
人
形
（
右
）
や
大
坂
夏
の
陣
を
描
い
た
屏
風

（
複
製
・
上
）、
幸
信
遺
品
の
太
刀
（
中
央
下
）
な
ど
の
パ
ネ
ル
展
示
や
、

信
繁
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
試
着
用
甲
冑
な
ど
で
ゆ
か
り
の
地
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　地元有志による亀田手踊りが町内を練り歩き、主会場となる天鷺城前広
場では市無形民俗文化財の亀田大神楽などの地元芸能が披露される、藩政
時代をしのばせるお祭りです。今年は「信州上田真田陣太鼓」と「フラダ
ンス」を招待し、祭りに花を添えていただきます。

　日時　宵宮：７月８日（金）午後６時～午後９時30分
　　　　本宮：７月９日（土）午前10時～午後１時
　会場　天鷺城前広場、亀田町内
　問い合わせ先　旧藩祭実行委員会（岩城総合支所産業課内）☎73-2014

７月８、９日開催「旧藩祭」のポスター

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
亀
田
手
踊
り
（
上
）、
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓
（
中
）、
亀
田
小
唄
（
下
）
な
ど
多
彩
に
！

第 36回 旧藩芸術文化交流展

　

亀
田
地
区
で
今
月
８
、
９
日
に

開
催
さ
れ
る
「
旧
藩
祭
」
は
真
田

丸
の
高
い
人
気
で
、
例
年
に
な
い

注
目
と
人
出
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

（
記
事
は
６
㌻
）

　

旧
藩
祭
は
旧
亀
田
藩
２
万
石
と

し
て
栄
え
た
時
代
を
し
の
ば
せ
る

行
事
で
、
今
回
が
38
回
目
。
亀
田

地
区
を
売
り
込
む
大
き
な
チ
ャ
ン

ス
と
捉
え
、
市
で
は
祭
り
に
合
わ

せ
て
天
鷺
村
史
料
館
に
、
新
た
に

「
真
田
企
画
展
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

企
画
展
で
は
御
田
の
方
の
イ

メ
ー
ジ
画
や
大
坂
夏
の
陣
を
描
い

た
屏
風
の
レ
プ
リ
カ
な
ど
を
展
示

す
る
予
定
。
良
妻
賢
母
で
知
ら
れ

る
御
田
の
方
を
、
よ
り
身
近
に
感

じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
を
構

想
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
天
鷺
村
で
は
信
繁
の
甲

冑
の
レ
プ
リ
カ
を
備
え
、
９
月
25

日
ま
で
の
日
曜
日
に
来
場
し
た
皆

さ
ん
へ
の
試
着
サ
ー
ビ
ス
を
実
施

中
。
試
着
用
甲
冑
は
２
体
（
大
人
・

子
ど
も
各
１
体
）
で
、
御
田
の
方

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
衣
装
も
あ
り
、

天
鷺
村
の
新
し
い
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
売
り
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
真
田
丸
紀
行
」
の
反
響
に
伴
う

来
訪
客
の
増
加
を
見
込
み
、
市
で

は
今
月
上
旬
か
ら
Ｊ
Ｒ
羽
後
亀
田

駅
と
天
鷺
村
間
で
無
料
送
迎
車
を

運
行
（
土
・
日
・
祝
日
）
し
ま
す
。

駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
向
上
し
、

観
光
誘
客
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

　

農
産
加
工
品
や
お
土
産
品
の
開

発
、
販
売
拡
大
に
つ
い
て
も
、
こ

の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
す

た
め
、
民
間
事
業
者
と
共
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。（
記
事
は
23
㌻
）

　

天
鷺
村
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、

地
元
の
山
菜
や
天
鷺
ワ
イ
ン
ゼ

リ
ー
な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
「
真

田
ゆ
か
り
の
地
・
天
鷺
六
文
ラ
ン

チ
」
を
商
品
化
。
税
込
み
１
２
０

０
円
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

秋
田
由
利
牛
や
い
ぶ
り
が
っ
こ

を
茶
飯
で
巻
き
、
六
文
銭
風
に
配
置
。

見
て
楽
し
く
、
食
べ
て
お
い
し
い

ラ
ン
チ
で
す
。
団
体
の
場
合
は
事

前
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
お
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◇
天
鷺
村　

☎
74
―
２
５
２
５

　

市
で
は
、
真
田
関
連
事
業
の
最

新
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
発
信
す

る
た
め
、
新
た
に
「
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
市
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。

お
知
ら
せ
機
能
を
設
定
す
れ
ば
、

情
報
の
内
容
を
随
時
確
認
で
き
ま

す
の
で
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

今
月
８
日
㈮
、
９
日
㈯
に
亀
田
地
区
で
「
旧
藩
祭
」
を
開
催

し
ま
す
。
本
市
と
長
年
に
わ
た
り
、
親
し
く
都
市
交
流
・
連
携

し
て
い
る
２
市
か
ら
、「
信
州
上
田
真
田
陣
太
鼓
」（
長
野
県

上
田
市
）
と
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」（
福
島
県
い
わ
き
市
）
を
招
待
し
、

亀
田
大
神
楽
な
ど
、
地
元
の
民
俗
芸
能
も
披
露
さ
れ
ま
す
。

白
石
市
、
蔵
王
町
に
よ
る
物
産
展
の
開
催
も
計
画
中
で
す
。

　

真
田
パ
ワ
ー
全
開
で
、
に
ぎ
や
か
に
繰
り
広
げ
ら
れ
る
祭

り
を
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　日時　７月８日（金）午後６時～午後９時

　　　　７月９日（土）午前９時～午後２時
　場所　亀田体育館
　　今年の特別展は、「石井露月と雄和の作家たち」です。
　 一般作品は書、絵画、短歌、彫刻、写真などを展示。
　 お誘い合わせのうえおいでください。（入場無料）

　◇市民茶会　　７月９日（土）　
　　　　　　　　亀田城内茶室「天鷺庵」と史跡伝承の
　　　　　　　　里天鷺村「鵜沼家」　（一服100円）
　問い合わせ先　教育委員会岩城教育学習課
　　　　　　　　☎73－2468

   川 上 幸 一
　　　　　　　  委員長
（74 歳・岩城亀田亀田大町)

旧藩祭実行委員会

真田ブーム契機に、城下町の祭りの熱気や活気を伝えたい
　亀田藩の名君・重隆公を直接養育した「御田
の方」をこのあたりで知らない人はいません。
旧藩祭は亀田藩の芸術文化交流と、手踊りなど
の伝統芸能の復活を目的に始まり、観光イベン
トとして定着しました。本宮では子どもたちが
伝統の「どしゃ囃子」を披露しながら町内を練

り歩きます。学校やＰＴＡに支えられ、亀田だ
けでなく、岩城地域の子どもたちが祭りを盛り
立ててくれています。招待芸能も岩城家との関
わりが深く、大切にしたい縁です。人口減に負
けず、真田ブームを契機に、城下町の祭りのあ
ふれる熱気や活気を伝えたいと思います。

えにし

旧藩祭第38回 旧藩祭

道の駅●
「岩城」

日　

本　

海

Ｊ
Ｒ
羽
越
本
線

龍門寺
卍

卍

岩城小学校

妙慶寺

亀田
保育園
●

亀田出張所
●

亀田城
●

●

●

▲秋田市

▼本荘地域

龍門寺
卍

卍

岩城小学校

妙慶寺

亀亀
保育
●

亀田出張所亀田出張
●

●

●

JR岩城
みなと駅

JR羽後羽後
亀田駅亀田駅
JR羽後
亀田駅

日本海沿岸日本海沿岸
東北自動車道東北自動車道
日本海沿岸
東北自動車道

亀田
●

●●●

天鷺村
（天鷺城）

●

天鷺村入口
歓迎塔

●北都銀行
　岩城支店

７７

341341341

ゆかりの地
由利本荘市

亀田を 全国へ売り込む！！
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百
宅
そ
ば
早
食
い
に
歓
声　

催
し
多
彩
に
「
鳥
海
新
緑
ま
つ
り
」

　

花
を
協
力
し
て
育
て
る
こ
と
で
、

思
い
や
り
の
心
を
育
ん
で
も
ら
お

う
と
、
全
国
の
小
学
校
な
ど
で

「
人
権
の
花
」
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
今
年
度
、
子
吉
小
学

校
が
６
月
６
日
、
尾
崎
小
学
校
が

６
月
８
日
、
そ
れ
ぞ
れ
全
校
児
童

で
こ
の
運
動
に
取
り
組
み
、
サ
ル

ビ
ア
な
ど
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

加
藤
麗
美
さ
ん
（
尾
崎
小
６

年
）
は
「
み
ん
な
が
仲
良
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は
、
協
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
と
あ
ら
た
め
て
感
じ

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子
吉
・
尾
崎
小
で
「
人
権
の
花
」
運
動

「
登
下
校
す
る
生
徒
の
心
の
癒
や
し
に
」

　

西
目
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
市
内
の
駅
に
プ
ラ
ン
タ
ー
設
置

　

６
月
10
日
、
生
徒
が
登
下
校
に

利
用
す
る
駅
の
環
境
美
化
の
た
め
、

西
目
高
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
花
々
を

植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
本
市
・
に

か
ほ
市
の
６
駅
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
西
目
高
校
の
農
場
で

は
同
校
農
業
系
列
３
年
の
生
徒
14

人
に
よ
る
指
導
の
も
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
約
20
人
が
各
駅
に
設
置
す
る

花
の
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。
１
年

生
の
お
子
さ
ん
を
持
つ
伊
藤
裕
子

さ
ん
（
46
歳
・
岩
谷
町
）
は
「
学

校
生
活
で
悩
む
生
徒
の
癒
や
し
に

な
れ
ば
と
思
い
、
気
持
ち
を
込
め

て
植
え
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

由
利
工
業
高
校
恒
例
の
全
校
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
」
が
６
月
６
日
、
本
荘
マ
リ
ー

ナ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
同
校
生
徒
と
教
職
員

が
海
岸
に
流
れ
着
い
た
ご
み
を
拾

い
集
め
、
１
時
間
足
ら
ず
で
き
れ

い
な
海
岸
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
加
藤
恭

介
さ
ん
（
１
年
）
は
、
「
ご
み
が

た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
少
し
ず
つ

で
も
地
道
に
拾
え
ば
海
岸
も
き
れ

い
に
な
る
。
全
校
で
こ
の
よ
う
な

体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」
と
額

に
汗
を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

植栽をする子吉小（左）と尾崎小（右）の児童たち

　

「
鳥
海
新
緑
ま
つ
り
」
が
６
月

５
日
、
鳥
海
地
域
の
鳥
海
健
康
広

場
で
開
か
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ

が
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

恒
例
の
百
宅
そ
ば
早
食
い
大
会

に
は
男
女
そ
れ
ぞ
れ
15
人
が
出
場
。

男
性
は
１
㌔
、
女
性
は
８
０
０
㌘

の
ざ
る
そ
ば
の
完
食
に
挑
み
、
安

達
武
則
さ
ん
（
39
歳
・
東
梵
天
）

と
佐
藤
理
香
子
さ
ん
（
22
歳
・
矢

島
町
川
辺
）
が
初
出
場
で
初
優
勝

に
。
佐
藤
さ
ん
は
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
利
用
者
を
引
率
し
な
が

ら
、
飛
び
入
り
で
参
加
。
「
み
ん

な
を
喜
ば
せ
ら
れ
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

来
場
し
た
佐
藤
京
子
さ
ん
（
30

歳
・
岩
手
県
北
上
市
）
は
「
子
ど

も
や
甥
っ
子
な
ど
５
人
と
遊
べ
て

楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま

し
た
。

東
由
利
の
魅
力
を
発
信　

道
の
駅
で
「
軽
ト
ラ
市
」
開
催

江
戸
時
代
の
面
影
を
し
の
び　

フ
ッ
ト
パ
ス　

城
下
町
コ
ー
ス
「
前
郷
」

由
利
工
業
高
校
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

本
荘
マ
リ
ー
ナ
で
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

　

６
月
８
日
、
市
商
工
会
青
年
部

が
道
の
駅
に
し
め
周
辺
の
清
掃
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
市
商
工
会
に
加
盟
す

る
中
小
企
業
の
若
手
後
継
者
な
ど

24
人
が
参
加
し
、
ご
み
袋
を
手
に

丁
寧
に
ご
み
を
拾
い
環
境
美
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
同
部
長
の
大

友
司
さ
ん
（
37
歳
・
前
郷
）
は

「
地
域
へ
の
恩
返
し
と
し
て
清
掃

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た

ち
の
商
売
は
市
の
活
性
化
が
あ
っ

て
こ
そ
。
も
う
け
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
に
目
を
向
け
て
商
売
に
取
り

組
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ご
み
拾
い
で
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る

市
商
工
会
青
年
部
に
よ
る
清
掃
活
動

海
と
山
の
食
が
集
結
し
に
ぎ
わ
う
「
岩
城
・
湯
沢
海
と
山
の
旨
い
も
の
自
慢
２
０
１
６
」

　

「
黄
桜
の
里
軽
ト
ラ
市
」
が
６

月
５
日
、
道
の
駅
東
由
利
で
開
か

れ
、
地
元
産
の
野
菜
や
山
菜
、
軽

食
な
ど
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
以
来
２
回
目
の
開
催

と
な
っ
た
今
回
は
、
市
内
外
か
ら

21
店
舗
が
出
店
。
地
域
イ
メ
ー
ジ

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
モ
ウ
太
く

ん
」
と
秋
田
由
利
牛
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
「
ゆ
り
べ
こ
ち

ゃ
ん
」
と
の
記
念
撮
影
、
早
苗
を

箱
に
投
げ
入
れ
て
景
品
を
獲
得
す

る
「
早
苗
投
げ
大
会
」
な
ど
も
行

わ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
竹
雄
さ
ん

（
64
歳
・
横
手
市
）
は
「
家
族
と

早
く
来
て
、
タ
ケ
ノ
コ
と
山
菜
を

買
い
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、
湯
楽

里
で
入
浴
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し

た
。
次
回
の
市
は
10
月
９
日
㈰
に

開
催
の
予
定
で
す
。

　

「
岩
城
・
湯
沢
海
と
山
の
旨
い

も
の
自
慢
２
０
１
６
」
が
６
月
５

日
、
道
の
駅
岩
城
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
実
行
委
員
長

の
高
橋
修
さ
ん
が
湯
沢
市
内
に
住

む
同
級
生
と
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
始

め
た
も
の
で
、
今
回
が
６
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。
高
橋
さ
ん
は

「
岩
城
の
に
ぎ
わ
い
創
出
が
一
番

の
ね
ら
い
。
食
を
通
し
て
元
気
が

生
ま
れ
れ
ば
と
思
う
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
屋
台
が

並
び
、
道
の
駅
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、
市
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の

お
客
さ
ん
が
列
を
作
っ
て
「
旨
い

も
の
」
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

地
域
の
歴
史
や
文
化
、
風
景
を

歩
い
て
巡
り
楽
し
む
「
フ
ッ
ト
パ

ス
」
が
６
月
５
日
、
由
利
地
域
前

郷
地
区
を
コ
ー
ス
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
か
つ
て
前
郷
地
区
は
、
江
戸

時
代
初
期
に
建
っ
て
い
た
「
滝
沢

城
」
を
中
心
と
し
て
栄
え
た
城
下

町
。
26
人
の
参
加
者
は
三
浦
市
文

化
課
長
の
解
説
を
受
け
な
が
ら
、

日
枝
神
社
や
慶
祥
寺
、
城
跡
な
ど

を
通
る
約
４
・
６
㌔
の
道
の
り
を

歩
き
ま
し
た
。

 

滝
沢
城
か
ら
の
見
渡
し
を
重
視

し
方
眼
の
よ
う
な
町
割
り
に
整
備

さ
れ
た
な
ど
、
町
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
参
加
者

の
三
浦
ノ
ブ
さ
ん
（
77
歳
・
畑

谷
）
は
「
話
を
聞
き
な
が
ら
歩
く

と
、
ほ
ど
よ
い
速
さ
で
歩
け
ま
す
。

説
明
も
分
か
り
や
す
く
、
旅
行
で

漫
然
と
歩
く
の
と
は
別
の
魅
力
が

あ
る
」
と
充
実
し
た
様
子
で
し
た
。

フ
ッ
ト
パ
ス
の
取
り
組
み
は
年
々

広
が
り
を
見
せ
て
お
り
、
今
年
10

月
15
日
・
16
日
に
は
本
市
内
で

「
全
国
フ
ッ
ト
パ
ス
の
集
い
」
が

開
催
さ
れ
る
予
定
。
市
内
各
地
で

開
催
さ
れ
て
い
る
フ
ッ
ト
パ
ス
に

あ
な
た
も
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
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第１回本荘追分ブラジル大会参加時特産品お土産
由利本荘青年会議所創立45周年記念祝賀会会費
（　阿部副市長）
県・市町村協働政策会議懇親会会費（　小野副市長）
協同組合東由利ショッピングプラザ総会懇親会へ
寸志（　東由利総合支所長）
市シルバー人材センター会員交流大会会費（　商
工観光部長）
（有）ゆりの里振興社株主総会懇親会へ寸志（　由
利総合支所長）
本荘地域町内会長協議会総会懇親会会費
本荘由利森林組合総代会懇親会へ寸志（　企業管理者）
鶴声会総会慰霊祭へ寸志（　小野副市長）
由利建築士会総会懇親会会費（　建設部長）
由利高原鉄道由利地域協力会総会懇親会会費
（　小野副市長）

現場視察（天鷺村・妙慶寺（岩城地域））
市都市計画審議会
西部地区町内連絡協議会総会・懇親会
五役・部長・支所長会議
市防犯協会総会・懇親会
秋田由利牛振興協議会総会
矢島地域行政協力員会議・懇親会
市地域公共交通活性化再生協議会
（公財）本荘由利産学振興財団理事会
本荘由利電気工事協同組合総会懇親会
本荘地域ゲートボール協会 由利本荘市長杯大会
子吉川大規模氾濫時の減災対策協議会 （仮称）
佐々木長太郎氏 百歳長寿祝金贈呈式
市観光協会総会・懇親会
ねんりんピック秋田2017市実行委員会設立総会・第１回総会
由利建設業協会総会懇親会
イビラプエラ先没者慰霊碑参拝 （ブラジル・サンパウロ市）
サンパウロ日本領事館表敬訪問 （同上）
邦字新聞社表敬訪問 （同上）
由利本荘追分親睦会と本荘追分ブラジル大会実行委
員会による歓迎会 （ブラジル・サンパウロ市）
第１回本荘追分ブラジル大会 （ブラジル・サンパウロ市）
本荘追分ブラジル大会関係者と訪問団の交流会 （同上）
定例記者会見
本荘地域町内会長協議会総会・懇親会
子吉地区敬老会
五役会議
市行政改革推進本部会議
由利高原鉄道（株）取締役会

5月2日㈪
6日㈮
7日㈯
9日㈪
10日㈫

11日㈬

12日㈭

13日㈮

16日㈪

17日㈫

20日㈮

21日㈯

22日㈰

27日㈮

29日㈰

30日㈪

31日㈫

丸亀お城まつり京極顕彰会交流会へ寸志（　阿部副市長）
丸亀お城まつり参加時特産品お土産
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり歓迎
夕食会会費（　矢島総合支所振興課長）
佐久バルーンフェスティバル・佐久鯉まつり参加時特産品お土産
西部地区町内連絡協議会総会懇親会会費
石脇地区町内会長連絡協議会総会懇親会へ寸志
（　阿部副市長）
市防犯協会総会懇親会会費
矢島地域行政協力員会議懇親会会費
本荘由利電気工事協同組合総会懇親会へ寸志
ふるさと岩城会総会懇親会へ寸志（　小野副市長）
東京東由利会総会懇親会へ寸志（　阿部副市長）
市観光協会総会懇親会会費
由利建設業協会総会懇親会会費
市体育協会評議員会懇親会会費（　阿部副市長）
県退職公務員連盟由利本荘・にかほ支部総会懇
親会会費（　総務部長）
市商工会総代会懇親会会費（　小野副市長）
ブラジル・サンパウロ市イビラプエラ先没者慰霊碑参拝時献花料
市管工事協同組合総会懇親会へ寸志（　阿部副市長）
企業訪問時特産品お土産
第１回本荘追分ブラジル大会歓迎会・交流会へ寸志

5月 2日
2日～4日

4日

4日～5日

7日

10日
11日
12日

15日

16日

17日

19日

20日

21日

10,000
6,955

5,000

3,305
2,000

3,450

2,000
1,000
3,482
10,000
10,000
3,000
5,000
4,000

2,000

5,000
10,000
3,480
4,002
30,000

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆「市長の行動」報告（５月分）

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）

○代

○代

○代
○代

○代
○代

○代

○代

○代

○代
○代

○代

○代

○代

○代

○代
○代

○代

○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
60,000

件　　　　　数
３　件

21日

23日

25日

26日

27日

28日

30日

21,060

8,000

5,000

3,460

3,000

3,440

3,000
3,480
3,479
5,000

2,000

184,593合　計

合　計

由利高原鉄道本荘協力会総会懇親会会費（阿部副市長出席）
本荘地域町内会長協議会総会懇親会会費（阿部副市長出席）

5月18日
27日

2,000
3,000
5,000

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

高
齢
者
叙
勲  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

旭
日
単
光
章  

地
方
自
治
功
労

　

渡
部
さ
ん
は
、
昭
和
47
年
に
旧
岩
城
町
議
会

議
員
に
当
選
以
来
、
平
成
８
年
７
月
ま
で
連
続

６
期
24
年
間
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
発
展
に
尽

力
。
こ
の
間
、
議
会
運
営
委
員
長
や
議
会
副
議

長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。「身に余る光栄です。多くの

皆さんからご支援を頂いたお
かげです。お世話になった
方々に感謝しています」と話
す渡部さん

読
書
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
30
年
目

お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
に
文
科
大
臣
賞

　

こ
の
た
び
、
長
年
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
読
書
推
進

活
動
の
功
績
を
た
た
え
、
お
は
な
し
た
ん
ぽ
ぽ
の
会

に
文
部
科
学
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
同
会
は
昭

和
62
年
に
発
足
。
人
形
劇
を
中
心
に
本
の
読
み
聞
か

せ
や
紙
芝
居
な
ど
に
取
り
組
み
、
現
在
は
６
人
の
会

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
受
賞
を
受
け
、
会
長
の
堀
江

久
起
子
さ
ん
（
72

歳
・
本
荘
）
は
「
仲

間
で
楽
し
み
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
賞
を
励

み
に
、
こ
れ
か
ら

も
頑
張
り
た
い
」

と
気
持
ち
を
新
た

に
し
て
い
ま
し
た
。

渡
部　

登 

さ
ん

　

（
88
歳
・
岩
城
滝
俣
）

認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う

「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
」
が
お
手
伝
い
し
ま
す

市 政 情 報
市政情報

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）
が
新
し
く
な
り
ま
す

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
保

険
証
（
む
ら
さ
き
色
）
が
、
７
月

下
旬
に
加
入
者
の
皆
さ
ん
全
員
に

送
付
さ
れ
ま
す
。
８
月
１
日
以
降

は
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い
く
だ

さ
い
。
（
申
請
手
続
き
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
）
ま
た
、
被
保
険
者

の
所
得
に
よ
っ
て
自
己
負
担
割
合

が
違
い
ま
す
の
で
（
１
割
ま
た
は

３
割
）
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
の
交
付

　

平
成
27
年
中
の
所
得
で
、
世
帯

員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
と
な
る

世
帯
の
方
は
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※

入
院
時
の
食
事
代
と
１
カ
月
の

医
療
費
自
己
負
担
限
度
額
が
減
額

に
な
り
ま
す
。

現
在
交
付
を
受
け
て
い
て
、

引
き
続
き
世
帯
員
全
員
が

住
民
税
非
課
税
の
方
は…

　

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
」
を
保
険
証
と
一
緒

に
送
付
し
ま
す
。
８
月
１
日
か
ら

は
新
し
い
認
定
証
を
ご
使
用
く
だ

さ
い
。

交
付
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
が
、

世
帯
員
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

世
帯
の
方
は…

　

交
付
を
受
け
た
い
方
は
申
請
が

必
要
で
す
。
市
民
課
ま
た
は
各
総

合
支
所
市
民
福
祉
課
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

市政情報

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
と
は

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど

か
ら
の
相
談
を
受
け
、
専
門
医
や

保
健
師
・
介
護
福
祉
士
な
ど
の
専

門
ス
タ
ッ
フ
が
ご
自
宅
を
訪
問
し

早
期
診
断
・
早
期
対
応
を
行
う
チ

ー
ム
で
す
。

対
象
と
な
る
方　

市
内
に
在
住
す

る
40
歳
以
上
で
在
宅
生
活
を
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
認
知
症
が
疑
わ
れ

る
方
、
ま
た
は
認
知
症
の
方
で
次

に
該
当
す
る
方

●
認
知
症
の
診
断
を
受
け
て
い
な

　

い
方

●
治
療
を
中
断
し
て
い
る
方

●
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
介
護

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
な
い
方

●
何
ら
か
の
サ
ー
ビ
ス
は
受
け
て

　

い
る
が
、
認
知
症
に
よ
る
症
状

　

が
強
く
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し

　

て
よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
方

　

認
知
症
は
早
期
発
見
・
早
期
治

療
に
よ
り
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

認
知
症
が
気
に
な
る
方
、
認
知

症
の
家
族
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

☎
24―

６
３
２
４

認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き
る
限
り

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
認

知
症
の
人
や
そ
の
家
族
に
早
期
に
関
わ
る
「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
し
ま
し
た
。

○後期高齢者医療の保険料決定通知が７月中旬に届きます
　平成27年中の所得に応じて確定した平成28年度の後期高齢
者医療保険料をお知らせする通知を、加入者の皆さんにお送
りします。保険料の徴収方法は特別徴収（年金からの徴収）
と普通徴収（口座振替または納付書による徴収）があります
のでご確認ください。
○特別徴収（年金からの徴収）となっている方は
口座振替に変更できます
　後期高齢者医療の保険料は原則として年金から納めていた
だくことになっていますが、口座振替に変更することもでき
ます。詳しくは市民課までご相談ください。

　認知症が気になったら…
地域包括支援センターへご相談
ください。

　チーム員がご自宅に訪問し、
認知症の程度の把握や情報提供
などを行います。

　アセスメントに基づき必要な
医療や介護サービスなど支援の
方向性を検討します。

　各関係機関と連携して必要な
支援を行います。

　観察や評価を確認し、支援の
方法・内容や頻度を検討します。

　介護サービスの導入や専門医
への受診につなげ、介護支援専
門員などに引き継ぎます。

①地域包括支援センターに相談

〈支援の流れ〉

③認知症初期集中支援チーム員会議

⑤認知症初期集中支援チーム員会議

⑥関係機関への引継

④必要な支援の実施

②初回訪問

・今までお使いの保険証
（やまぶき色）
有効期限　平成28年７月31
日まで（８月１日以降は使用
できません）
・新しい保険証（むらさき色）
有効期限　平成28年８月１
日から平成29年７月31日ま
で（１年間。７月下旬にご自
宅へ送付されます）

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

☎
24―

６
２
４
４



９
月
11
日
㈰
は
子
吉
川
が
熱
い
!

子
吉
川
レ
ガ
ッ
タ
２
０
１
６

出
漕
ク
ル
ー
募
集

日
時　

９
月
11
日
㈰　

８
時
〜
（
悪

　

天
候
時
は
19
日
㈪
に
順
延 

）

会
場　

ア
ク
ア
パ
ル
隣　

子
吉
川
ボ
ー

　

ト
場

種
目　

成
年
男
子
・
女
子
、
壮
年
男

　

子
・
女
子
、
熟
年
男
子
・
女
子
、

　

中
学
男
子
・
女
子
（
各
種
目
と
も

　

ナ
ッ
ク
ル
フ
ォ
ア
５
０
０
㍍
）

資
格　

市
民
ま
た
は
市
内
の
事
業
所

　

に
勤
務
す
る
方
、
県
立
大
学
生
（
た

　

だ
し
、
中
学
・
高
校
ボ
ー
ト
部
員

　

お
よ
び
Ｏ
Ｂ
の
参
加
は
不
可
）

出
漕
料　

一
般
６
千
円
、
中
学
の
部

　

は
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

所
定

　

の
申
込
書
に
出
漕
料
を
添
え
て
、

　

７
月
31
日
㈰
ま
で
レ
ガ
ッ
タ
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
ア
ク
ア
パ
ル
内
）

　

☎
22―

５
６
１
１

〜
市
商
工
会
が
あ
な
た
の
夢
を
支
援
〜

由
利
本
荘
「
創
業
塾
」
受
講
生
募
集
!

日
時　

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

10

　

時
〜
17
時
（
２
日
間
）

会
場　

市
商
工
会
館（
鶴
舞
会
館
隣
）

対
象　

起
業
や
独
立
開
業
を
目
指
す

　

方
、
創
業
間
も
な
い
方
、
農
業
者

内
容　

創
業
に
必
要
な
基
礎
知
識
の

　

習
得
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
８
割
以

　

上
を
受
講
さ
れ
た
方
は
、「
秋
田

　

県
創
業
支
援
資
金
」
の
利
率
が

　

１
・
75
％
↓
１
・
45
％
に
優
遇
さ

　

れ
ま
す
）

受
講
料　

４
千
円

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
先　

７
月
20
日
㈬
ま
で
、

　

市
商
工
会
各
支
所

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
矢
島
支

　

所　

☎
56―
２
２
０
６

第
66
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会

桟
敷
席
の
予
約
を
承
り
ま
す

　

今
年
も
本
荘
の
夏
の
風
物
詩
、
第

66
回
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会
が
７

月
30
日
㈯
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ご
家
族
や
恋
人
・
ご
友
人
と
ゆ
っ

た
り
と
間
近
で
花
火
を
見
ら
れ
る
桟

敷
席
で
思
い
出
を
作
り
ま
せ
ん
か
。 

７
月
１
日
㈮
か
ら
市
役
所
観
光
文
化

振
興
課
で
ご
予
約
を
承
り
ま
す
。

料
金　

マ
ス
席
（
４
人
程
度
）　

５

　

千
円
、
イ
ス
席
（
１
人
）　

千
円
、

　

ボ
ッ
ク
ス
席
（
長
机
１
台
＋
イ
ス

　

３
席
）　

４
千
円

問
い
合
わ
せ
先　

観
光
文
化
振
興
課

　

☎
24―

６
３
４
９

調
理
師
試
験
対
応
講
習
会

受
講
者
を
募
集
し
ま
す

受
講
対
象
者　

県
内
在
住
の
ひ
と
り

12広報ゆりほんじょう 平成28年７月１日号

　

親
家
庭
の
親
・
寡
婦
な
ど

受
講
期
間　

９
月
１
日
㈭
・
６
日
㈫
・

　

８
日
㈭
・
12
日
㈪　

９
時
〜
17
時

会
場　

秋
田
県
社
会
福
祉
会
館

定
員　

15
人
（
５
人
以
下
中
止
）

講
習
科
目　

衛
生
関
係
法
規
ほ
か
（
全

　

７
科
目
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
と
問

　

題
集
概
ね
３
千
円
は
実
費
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

８
月

　

22
日
㈪
ま
で
、
子
育
て
支
援
課　

　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
は
写
真
１
枚
（
４
㌢

　

×

３
㌢
）
が
必
要
で
す
。

第
33
回
本
荘
追
分
全
国
大
会

出
場
者
募
集

日
時　

８
月
20
日
㈯　

９
時
半
〜（
開

　

場
９
時
）

会
場　

カ
ダ
ー
レ

部
門　

大
賞
の
部
・
高
年
の
部
（
70

　

歳
以
上
）・
年
少
の
部
（
18
歳
以

　

下
）

※

プ
ロ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
の
別
は
問
い

　

ま
せ
ん
。

参
加
料　

２
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

６
日
㈬
ま
で
、
市
商
工
会　

☎
23

　

―

８
６
８
６

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た

内
容
の
記
事
を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。（
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
20
日
前
で
す
）

◇
掲
載
基
準　

…

知知

募　

集

家
庭
教
育
講
座
の
参
加
者
募
集

 「
夏
休
み
家
族
で
体
験
入
学
」

　

大
学
生
が
教
え
る
実
験
や
も
の
づ

く
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
６
日
㈯　

９
時
〜
正
午

　

 （
県
立
大
学
正
面
玄
関
に
８
時
50

　

分
ま
で
集
合
）

会
場　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し

　

よ
う
、
紙
コ
ッ
プ
で
ス
ピ
ー
カ
ー

　

を
つ
く
る
、
風
船
の
ふ
し
ぎ

対
象　

小
学
生
と
そ
の
家
族

定
員　

40
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
込
期
限　

８
月
２
日
㈫

 「
夏
休
み
お
も
し
ろ
体
験
」

　

夏
休
み
に
友
だ
ち
同
士
や
家
族
で
、

日
本
の
文
化
を
学
び
、
体
験
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

日
時　

８
月
８
日
㈪　

10
時
〜
正
午

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

和
室

内
容　

生
け
花
に
挑
戦
。
自
由
に
花

　

を
生
け
て
飾
り
ま
す

対
象　

小
学
生
以
上
（
小
学
１
・
２

　

年
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

５
０
０
円
（
ス
ポ
ン
ジ
な

　

ど
、
材
料
代
。
気
に
入
っ
た
花
を

　

持
参
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

申
込
期
限　

７
月
28
日
㈭

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央

　

公
民
館　

☎
22―

０
９
０
０

 「
本
荘
追
分
踊
り
講
習
会
」

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
・
本
荘
追
分
全

国
大
会
に
向
け
て
、
踊
り
の
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。（
受
講
無
料
）

日
時　

７
月
12
日
㈫
・
19
日
㈫
・
26

　

日
㈫
、
８
月
９
日
㈫
・
18
日
㈭　

　

19
時
〜
20
時
半

会
場　

商
工
会
館
１
階
講
習
会
室

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

曲
目　

商
工
会
女
性
部
本
荘
追
分
踊

　

り
、
菖
蒲
音
頭
、
新
本
荘
追
分

講
師　

藤
蔭
小
枝
先
生
、
藤
蔭
流
藤

　

袖
会

持
ち
物　

日
本
手
ぬ
ぐ
い
、
踊
り
用

　

草
履
ま
た
は
か
か
と
の
低
い
履
き

　

物
、
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
商

　

工
会　

☎
23―

８
６
８
６

盆
踊
り
講
習
会
の
参
加
者
募
集

日
時　

７
月
17
日
㈰　

13
時
〜
15
時

　

半
会
場　

鶴
舞
会
館
３
階

内
容　

本
荘
追
分
（
輪
踊
り
）、
新

　

本
荘
追
分
踊
り
、
東
京
音
頭
、
相

　

馬
盆
唄
な
ど
の
踊
り
指
導
。
菖
蒲

　

カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
練
習
に
ご
活

　

用
く
だ
さ
い

参
加
料　

５
０
０
円
（
当
日
会
場
受

　

付
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

藤
原
さ
ん　

☎
23―

３
４
０
３
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 「
普
通
救
命
講
習
」
受
講
者
募
集

日
時　

７
月
24
日
㈰　

９
時
〜
正
午

会
場　

市
消
防
本
部　

４
階
会
議
室

内
容　

成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心
肺

　

蘇
生
法
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１

　

５
）、 

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
異
物
除

　

去
法
、止
血
法
、傷
病
者
の
管
理
法
、

　

搬
送
法
な
ど

定
員　

30
人

受
講
料　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

※

実
技
中
心
の
た
め
動
き
や
す
い
服

　

装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
修
了
者

　

に
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

20
日
㈬
ま
で
、
本
荘
消
防
署
救
急

　

班　

☎
22―

０
０
１
１

 「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
体
験
教
室
」

 【
ぺ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ラ
ジ
オ
を
つ
く
り
電
波

の
不
思
議
な
世
界
を
体
験
し
よ
う
!
】

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

日
時　

７
月
29
日
㈮
、
８
月
１
日
㈪

　

 

・
２
日
㈫
・
４
日
㈭
・
５
日
㈮　

　

各
日
９
時
〜
14
時

会
場　

Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
秋
田
工
場　

南
サ

　

イ
ト　

１
階
研
修
室

対
象　

小
学
４
年
〜
中
学
生

定
員　

各
日
20
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料
（
参
加
者
・
保
護
者

　

の
昼
食
は
準
備
し
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

１
日
㈮
〜
６
日
㈬
ま
で
、 

Ｔ
Ｄ
Ｋ

　

歴
史
館　

☎
35―

６
５
１
５
（
月

　

〜
金
・
９
時
〜
17
時
）、 Ｅ
メ
ー
ル

　

taiken

＠jp.tdk.com

矢
島
保
育
園

創
立
80
周
年
記
念
講
演
会

聴
講
者
を
募
集
し
て
い
ま
す

日
時　

７
月
９
日
㈯　

13
時
半
〜
14

　

時
半
（
受
け
付
け
13
時
〜
）

会
場　

日
新
館　

研
修
室

参
加
料　

無
料

演
題　

 「
知
っ
て
お
き
た
い
ワ
ク
チ

　

ン
の
基
礎
知
識
と
ワ
ク
チ
ン
で
予

　

防
で
き
る
子
ど
も
の
感
染
症
に
つ

　

い
て
」（
ま
つ
だ
あ
か
ち
ゃ
ん
こ

　

ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク　

松
田
武
文
院

　

長
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
福

　

祉
法
人
矢
島
惠
育
会　

矢
島
保
育

　

園　

☎
27―

５
６
５
６

親
子
で
つ
く
ろ
う
!
職
業
体
験
教
室

も
の
づ
く
り
コ
ー
ス

参
加
者
を
募
集

日
時　

７
月
３
日
㈰　

10
時
〜

会
場　

市
商
工
会
館
１
階　

講
習
会

　

室
対
象　

小
学
生
以
上
の
児
童
と
そ
の

　

保
護
者
（
２
人
１
組
）

体
験
ブ
ー
ス　

は
ん
こ
屋
、
や
ね
屋
、

　

お
く
す
り
屋
、
た
て
ぐ
屋
、
商
工

　

会
女
性
部

参
加
料　

ブ
ー
ス
ご
と
に
５
０
０
円

は
た
ら
く
ク
ル
マ
乗
車
体
験

会
場　

市
商
工
会
館
前
特
設
会
場

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

市
商
工
会
青
年
部

　

☎
23―

８
６
８
６

ボ
ー
ト
初
心
者
講
習
会

参
加
募
集
し
て
い
ま
す

日
時　

７
月
17
日
㈰　

13
時
〜
16
時

会
場　

子
吉
川
ボ
ー
ト
場
（
ア
ク
ア

　

パ
ル
集
合
）

対
象　

一
般
の
方
で
ボ
ー
ト
に
初
め

　

て
乗
る
方
や
、
ボ
ー
ト
経
験
が
浅

　

い
方

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

※

運
動
に
適
し
た
服
装
で
お
越
し
く

　

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

10
日
㈰
ま
で
、
ア
ク
ア
パ
ル　

☎

　

22―

５
６
１
１

　埋もれ木と聞けば、本コラムの読者は、神代杉を思い浮か
べるのではないでしょうか。
　多くの神代杉は、鳥海山の北側に位置する秋田県にかほ市
（旧・仁賀保町）の冬師や釜ヶ台で掘り出されました。この
地域は、約2500年前の紀元前466年の秋、鳥海山が崩れたこ
とにより多量の土砂に覆われました。そのとき、森の樹木は、
上部から流されたり、押し倒され
たりして谷などの窪みに堆積しま
した。掘り出されたスギは、根元
の直径が４メートルを越えるもの
もあったようで、当時の森の姿が
想像されます。
　一方、最近のことですが、日本
海東北自動車道の象潟インター
チェンジの工事現場で多数の埋も
れ木が見つかりました。最も大き
な材はケヤキで、直径が1.6メートル、長さ10メートルもあ
りました。クリ、コナラ類、トチノキ、アサダ、ブナなど、
出土材のおよそ９割は広葉樹でした。このあたりは落葉広葉
樹を主とした森林であったように思われます。
　調査の結果から、鳥海山麓では森の植生に違いがあったよ
うです。では、どうしてそうなったのか？　理由はわかりま
せんが、想像をたくましくするならば縄文人の影響、かもし
れませんね…。

木材高度加工研究所・教授
秋田県立大学

栗本　康司さん

 【第19回】埋もれ木は語る

突き刺さった状態の
ケヤキ材

鳥海山・飛島ジオパーク構想
リレーコラム
「日本海と大地がつくる
　　　　水と命の循環」 ふれる・楽しむ・好きになる

鳥海山・飛島ジオパーク構想

　本市第２回市議会定例会で、
教育委員会委員に係る人事案件
が上程され、桑山明久さんを任
命することが同意されました。

教育委員会委員　桑山明久さん
（65歳・岩城二古）

教育委員に桑山さんを再任

ＪＡ秋田しんせいから
市内小学校に街頭指導用品を寄贈

　秋田しんせい農業協同組合か
ら交通安全指導に役立ててほし
いと、市内全小学校に街頭指導
用ベストと帽子各２組が寄贈さ
れました。
　寄贈は毎年行われており、今
年で３回目になります。



第
58
回
由
利
本
荘

市
民
オ
ー
プ
ン
ゴ
ル
フ
大
会

日
時　

８
月
６
日
㈯　

８
時
〜

会
場　

秋
田
椿
台
Ｃ
Ｃ

参
加
料　

３
千
円
（
表
彰
式
参
加
は

　

別
途
２
千
円
）

定
員　

１
２
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

20
日
㈬
ま
で
、
本
荘
ゴ
ル
フ
協
会

　

 （
㈲
ア
イ
・
ブ
レ
ー
ン
内
）　

☎

　

28―

０
１
１
５
、
佐
々
木
さ
ん　

　

☎
０
９
０―

３
１
２
７―
２
８
１

　

８
第
９
回
夏
休
み
科
学
教
室

 「
創
造
学
習
」
参
加
者
を
募
集

　

県
立
大
学
で
は
小
学
生
か
ら
中
学

生
ま
で
を
対
象
に
科
学
教
室
を
開
催

し
ま
す
。

日
時　

７
月
30
日
㈯
〜
８
月
１
日
㈪

会
場　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ
ス

内
容　

パ
ス
タ
で
橋
を
作
っ
た
り
振

　

動
モ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
マ
シ
ン
で

　

対
戦
し
た
り
な
ど
、
11
の
テ
ー
マ

　

を
用
意
。
全
テ
ー
マ
の
内
容
や
対

　

象
学
年
な
ど
、
詳
し
く
は
県
立
大

　

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ

　

さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
１
日
㈮
〜
15
日
㈮

　

は
が
き
・ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
い
ず
れ
か
に

　

必
要
事
項
を
記
入
す
る
か
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
の
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー

　

ム
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

募
集
人
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ

　

ン
パ
ス　

総
務
・
企
画
チ
ー
ム　

　

☎
27―

２
０
０
０

 「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直

り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
〜

　

法
務
省
で
は
、
全
て
の
国
民
が
犯

罪
や
非
行
の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た

人
た
ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
に
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
運
動
の

強
調
月
間
で
あ
る
７
月
に
あ
わ
せ
研

究
会
を
開
催
し
ま
す
。

 【
公
開
ケ
ー
ス
研
究
会
in
東
由
利
】

日
時　

７
月
15
日
㈮　

13
時
半
〜
16

　

時
会
場　

有
鄰
館

内
容　

基
調
講
演
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

東
由
利
総
合
支
所

　

市
民
福
祉
課　

☎
26―
２
１
１
７

 「
特
設
人
権
相
談
所
」
開
設

日
時　

７
月
20
日
㈬　

13
時
半
〜
15

　

時
半

会
場　

石
沢
出
張
所

相
談
内
容　

人
権
相
談（
差
別
、名
誉
、

　

信
用
な
ど
）、
困
り
ご
と
（
土
地
、

　

建
物
の
権
利
・
登
記
、
家
族
、
不

　

動
産
の
賃
貸
借
）、
子
ど
も
の
人

　

権
（
い
じ
め
、
不
登
校
、
体
罰
）

問
い
合
わ
せ
先　

法
務
局
本
荘
支
局

　

☎
22―

１
２
０
０

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
（
肢
体
）

日
時　

７
月
27
日
㈬　

受
付
＝
９
時

　

半
〜
11
時
半
、
診
察
＝
10
時
〜
正

　

午
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会
場　

鶴
舞
会
館　

研
修
ホ
ー
ル　

内
容　

身
体
障
害
者
手
帳
の
診
断
、

　

補
装
具
の
医
学
的
判
定
・
医
療
相

　

談
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

障

　

が
い
支
援
班　

☎
24―

６
３
１
４

市
の
各
種
無
料
相
談

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

13
時
15
分
〜
17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

７
月
13
日
㈬　

９
時
半
〜
11

　

時
半

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

日
時　

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

　

相
談
室　

☎
24―

６
２
５
１

無
料
調
停
相
談
会

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時　

７
月
14
日
㈭　

10
時
〜
15
時

会
場　

本
荘
簡
易
裁
判
所　

２
階
調

　

停
相
談
室

内
容　

金
銭
、
土
地
、
建
物
、
交
通

　

事
故
、
家
庭
（
夫
婦
・
親
子
関
係
・

　

離
婚
・
相
続
）
の
問
題
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会
事

　

務
局
（
本
荘
簡
易
裁
判
所
内
）　

　

☎
22―

３
９
１
６
（
予
約
不
要
）

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の

 「
当
事
者
サ
ロ
ン
」

　

お
茶
を
飲
ん
だ
り
お
話
を
し
た
り

相　

談

そ
の
他

す
る
交
流
の
場
で
す
。

日
時　

７
月
９
日
㈯　

９
時
半
〜
11

　

時
半

会
場　

由
利
本
荘
地
域
生
活
支
援
セ

　

ン
タ
ー
会
議
室

対
象　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
本
荘
地
域
生

　

活
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
支
援
事
業

　

所　

☎
74―

３
６
１
４

 「
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

同
じ
思
い
の
仲
間
と
お
茶
を
飲
ん

だ
り
、
お
話
を
し
て
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
16
日
㈯　

10
時
半
〜
15

　

時
会
場　

鶴
舞
会
館
３
階
第
４
学
習
室

対
象　

こ
こ
ろ
に
問
題
を
抱
え
て
い

　

る
方

参
加
料　

１
０
０
円
（
お
茶
代
）

※

申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ
先　

精
神
保
健
福
祉
ボ

　

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
」

　

事
務
局　

☎
０
９
０―

４
０
４
９

　

―

３
１
８
１

国
民
年
金
保
険
料
７
月
分
以
降
の

免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は

７
月
１
日
か
ら
開
始
さ
れ
、
平
成
28

年
７
月
分
か
ら
平
成
29
年
６
月
分
ま

で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
さ
れ

ま
す
。
代
理
申
請
の
場
合
は
「
印
鑑
」

が
必
要
で
す
。

　

平
成
27
年
３
月
31
日
以
降
に
失
業

し
た
方
は
、「
離
職
票
」
ま
た
は
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
請
で
き
る
過

去
期
間
に
つ
い
て
は
、
申
請
書
を
提

出
し
た
日
か
ら
２
年
１
カ
月
前
の
月

分
ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送

さ
れ
た
平
成
27
年
度
の
「
国
民
年
金

保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請
承
認

通
知
書
」
に
『
継
続
審
査
申
出
受
付

済
』
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
方
は
、
同

機
構
が
継
続
的
に
審
査
し
ま
す
の
で

申
請
は
不
要
で
す
。

申
請
先　

市
民
課
・
各
総
合
支
所
市

　

民
福
祉
課

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課　

☎
24―

　

６
２
４
５
、
日
本
年
金
機
構
本
荘

　

年
金
事
務
所　

☎
24―

１
１
１
４

計
量
器
定
期
検
査
の
事
前
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

取
り
引
き
や
証
明
に
使
用
す
る
計

量
器
の
精
度
を
保
持
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
平
成
28
年
度
の
計
量
器
の
定

期
検
査
を
８
月
30
日
か
ら
９
月
８
日

ま
で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
事
前
調
査
と
し
て
、
対
象
と

な
る
事
業
所
や
商
店
な
ど
に
、
計
量

器
の
種
類
や
個
数
の
調
査
を
行
い
ま

す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

期
間　

７
月
４
日
㈪
〜
31
日
㈰　

対
象　

業
務
上
取
り
引
き
お
よ
び
証

　

明
に
使
用
す
る
計
量
器
を
所
有
す

　

る
事
業
所
・
商
店
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

商
工
振
興
課　

☎

　

24―

６
３
７
２
、
ま
た
は
各
総
合

　

支
所
産
業
課
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福
祉
医
療
費
受
給
者
証
を
更
新
し
ま
す

　

福
祉
医
療
費
受
給
者
証
の
有
効
期

限
が
今
年
の
７
月
31
日
ま
で
の
方
に

は
、
８
月
１
日
以
降
に
使
用
で
き
る

新
し
い
受
給
者
証
を
７
月
下
旬
に
郵

送
し
ま
す
。
古
い
受
給
者
証
は
ご
自

身
で
裁
断
処
分
い
た
だ
い
て
構
い
ま

せ
ん
。

　

な
お
、
今
年
１
月
２
日
以
降
に
転

入
さ
れ
た
方
な
ど
に
は
、
更
新
時
に

昨
年
の
所
得
額
を
届
け
出
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
手

続
き
内
容
は
個
別
に
ご
案
内
し
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

に
つ
い
て

　

市
で
は
、
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医

療
費
を
完
全
無
料
化
と
す
る
福
祉
医

療
制
度
の
拡
大
を
、
昨
年
４
月
１
日

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
対
象
の
お

子
さ
ん
の
い
る
ご
家
庭
で
受
給
者
証

が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
市
民
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課 

医
療
保
険

　

班　

☎
24―

６
２
４
４

介
護
保
険
施
設
入
所
時
の
食
費
・

部
屋
代
の
負
担
軽
減
基
準
が

変
わ
り
ま
す

介
護
保
険
施
設
入
所
時
の
食
費
・
部

屋
代
の
軽
減
に
つ
い
て　

　

軽
減
の
対
象
者
は
、
非
課
税
世
帯

（
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税
）
で

あ
り
、
配
偶
者
も
非
課
税
で
あ
る
方

で
、
預
貯
金
な
ど
（
現
金
・
有
価
証

券
な
ど
を
含
む
）
が
一
人
１
０
０
０

万
円
以
下
（
配
偶
者
が
い
る
方
は
合

計
２
０
０
０
万
円
以
下
）
の
方
が
対

象
と
な
っ
て
い
ま
す
。
申
請
に
は
、

預
貯
金
な
ど
の
写
し
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

非
課
税
年
金
の
申
告
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
８
月
か
ら
、
食
費
・
部

屋
代
の
軽
減
額
は
、
非
課
税
年
金
（
障

害
年
金
と
遺
族
年
金
な
ど
）
を
含
む

収
入
に
よ
っ
て
判
定
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
申
請
の
際
は
非
課
税

年
金
に
つ
い
て
も
申
告
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

長
寿
支
援
課　

☎

　

24―

６
３
２
３

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
・
受
験
者
講
習
会

資
格
認
定
試
験
の
日
時

　

10
月
28
日
㈮　

10
時
〜
正
午

受
験
者
講
習
会
の
日
時

　

９
月
27
日
㈫　

９
時
半
〜
15
時
半

会
場　

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

　
　

９
階
大
ホ
ー
ル

申
し
込
み
方
法　

上
下
水
道
課
に
備

　

え
付
け
の
申
込
書
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
秋
田

　

県
下
水
道
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

受
講
・
受
験
手
数
料　

６
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

７
月

　

１
日
㈮
〜
11
日
㈪
ま
で
、
上
下
水

　

道
課　

☎
24―

６
３
３
６

 「
Ａ
タ
ー
ン
就
職
フ
ェ
ア
in
東
京
」

　

首
都
圏
在
住
で
県
内
へ
の
Ａ
タ
ー

ン
を
お
考
え
の
方
に
ご
紹
介
く
だ
さ

い
。

日
時　

７
月
23
日
㈯　

正
午
〜
17
時

　

 （
受
け
付
け
11
時
半
〜
）

会
場　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
東
京
都

　

中
野
区
中
野
４―
１―

１
）

対
象　

県
外
在
住
で
秋
田
県
内
へ
の

　

就
職
を
希
望
す
る
Ａ
タ
ー
ン
希
望

　

者
（
学
生
も
一
部
参
加
可
）

問
い
合
わ
せ
先　

Ａ
タ
ー
ン
プ
ラ
ザ

　

秋
田
（
秋
田
県
東
京
事
務
所
）　

　

☎
０
１
２
０―

１
２
２―

２
５
５

■ 「ひなた」に参加しませんか
◇日時…７月６日㈬・21日
㈭　13時半～16時半（遅刻
早退構いません）　◇会場…
カダーレ　和室　◇対象…
ひきこもりなど、人間関係
で足踏みしている方
問 …三浦さん　☎２３―２
１９２、福祉支援課　☎２
４―６３１５

■水と緑の親子観察会
◇日時…７月24日㈰　９時
45分～14時　◇集合場所…
にかほ市道の駅ねむの丘駐
車場・足湯付近　◇内容…
象潟海岸（にかほ市道の駅
ねむの丘裏・予定）の磯浜
の生き物に親しみます。　
◇対象…小学生と保護者　
◇定員…25組　◇参加料…
無料　◇持ち物…昼食、筆
記用具、ズック、軍手、帽子、
網、着替え
申込  問 …７月20日㈬まで、
秋田県自然観察指導員連絡
協議会　阿部さん　☎２４
―４３６９

■ 「秋田県青少年音楽コンクール
　第20回記念大会」参加者募集
◇開催日・申込期限…ピア
ノ部門＝10月15日㈯・16日
㈰（申込期限８月31日㈬）、
弦楽器部門・声楽部門＝11
月19日㈯、管・打楽器部門
＝11月20日㈰（申込期限９
月30日㈮）　◇会場…アトリ
オン音楽ホール（秋田市）
◇対象…県内在住者または
県出身者で、原則として25
歳までの方（声楽部門は28
歳まで）　◇参加料…３千
円（声楽部門のフェスティ
バルの部は千円）
申込  問 …県文化振興課　
☎０１８―８６０―１５３０

■あきたの文芸第49集作品募集
◇募集部門…小説・評論（児
童文学含む）、詩、短歌、俳
句、川柳、エッセイ　◇対
象…県内在住（勤務・通学・
文芸団体に所属）または県
出身で、満16歳以上の方　
◇投稿料…千円（１部門ご
と）
応募  問 …県文化振興課　
☎０１８―８６０―１５３０

物品を売り払います
　一般競争入札により、下記の物品を売り払います。

※由利本荘市ホームページに物品写真を掲載しています。
公開期間（上記表内の連絡先にあらかじめご連絡ください）
　７月19日㈫～22日㈮　９時～17時
入札関係書類の交付　７月19日㈫～22日㈮　９時～17時
書類交付の場所　管財課（市役所増設棟２階）
※期間内に書類の交付を受けていない方は、入札に参加
　できません。
入札日時　７月29日㈮　10時
入札場所　市役所正庁
問い合わせ先　管財課　☎２４－６２６２

日野・リエッセ
 （マイクロバス）

平成15年
登録

由利教育学習課
☎53－2245 冷房不調

そ の 他公開連絡先最低売却価格年式物品名

650,000円

川重・
ドーザショベル

平成９年
登録

鳥海総合支所建設課
☎57－2204

トランスミッション
故障、自走不可500,000円

いすゞ・
４トンダンプ

平成13年
登録

大内総合支所産業課
☎65－2216

荷台外鉄板に腐食あ
り、一部破損・欠品
 ・オイルにじみあり

900,000円

スズキ・
エスクード

平成９年
登録

鳥海教育学習課
☎57－288140,000円

日野・
中型バス

平成９年
登録

大内総合支所振興課
☎65－2211700,000円

トヨタ・ランドク
ルーザー・プラド

平成12年
登録

岩城総合支所産業課
☎73－2014

ラジオアンテナ収納
不可、左前バンパー
に傷あり

150,000円

入札物品

第67回秋田県統計グラフ
コンクール作品募集

Ｂ２判の用紙１枚に、夏休みの自由研究の結果など自由な題材で作成してください。
対象　小学生以上（県内在住または在学）　　応募期限　９月９日㈮
※詳しくは県ホームページ「美の国あきたネット」をご覧ください。

…県調査統計課　☎０１８―８６０―１２５１問
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○７月の各館行事カレンダー
３㈰ 10時30分～

10時30分～

10時30分～

10時00分～

10時30分～

13時30分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

13時15分～

由利

14㈭
28㈭

中央
９㈯

由利

中央

16㈯
中央

中央

由利23㈯

中央

25㈪

出羽

中央

おはなしでてこい 絵本の読み聞かせ　ほか

秋田県よろず支援拠点無
料相談（郷土資料室）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

絵本の読み聞かせ　ほか

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

専門家によるビジネスの無料相談

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

古典講座（研修室１・２） 芭蕉 蕪村 一茶 と共に歩く　　～奥の細道（その一）～

由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

おはなしのへや

民話紙芝居

絵本の読み聞かせ　ほか

本荘お母さん読書会公開例会

おはなし会（お話室）

図書名『砂の女』（安部公房／著）

出演：つくしんぼ

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：民話サークル

出演：ゆりかごの会

出演：ゆりかごの会

講師：鈴木 タキ さん

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

講師：猪股 和子 さん

外国語による絵本の読み聞かせ 出演：国境なき話し手

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

○休館日
中央図書館
岩城図書館
由利図書館
出羽伝承館

12日㈫、26日㈫、29日㈮
４日㈪、11日㈪、18日㈪、19日㈫、25日㈪
18日㈪
４日㈪、11日㈪、19日㈫、25日㈪

今月の移動図書館
　中央図書館から小説・料理・手芸・趣味・絵本など、子ども
から大人まで楽しめる本を揃えて図書館が出張します。
じねご図書館（笹子出張所）　日時　７月２日㈯　13時～16時　
本荘第一病院８階ラウンジ　 日時　７月22日㈮　13時～16時  

カダーレフェスタ２０１６
会場　文化交流館カダーレ

５日のイベント ６日のイベント

館内連携イベント（５・６日共通）

 「超神ネイガー・ヒーローショー」
　　　　　　　　 （会場／大ホール）
時間　13時～14時（開場12時半）
入場無料（全席自由）

東北新社映画　　 （会場／大ホール）
 「ひつじのショーン  
　　～バック・トゥ・ホーム～」
時間　16時20分～18時（開場16時）
入場料あり（全席自由）

 「朗読＆ミニライブ／青木拓人」
　　　　　　　 （会場／中央図書館）
時間　11時半～正午（開場11時）
入場無料

 「夜の図書館・本を旅するミュージシャ
   ン／青木拓人」（会場/市民活動室）
時間　18時～20時（開場17時半）
入場無料

第３回由利本荘ご当地うどん
食いしん坊世界大会～夏の陣～
　　　　　　　 （会場／市民活動室）
時間　11時～（受付10時半～）
入場無料

 「マルチアーティスト青島広志・
　　　　　    ファミリーコンサート」
　　　　　　　　 （会場／大ホール）
時間（予定）　12時半～ 14時（開場正
　午）
入場料あり（全席自由）

東北新社映画　  　（会場／大ホール）
 「THE NEXT GENERATION 
　　パトレイバー　首都決戦」
時間　16時20分～18時（開場16時）
入場料あり（全席自由）
 「ふたつの名前を持つ少年」
時間　18時40分～ 20時20分（開場18
　時20分）
入場料あり（全席自由）

 「ＡＢＳアナウンサー読み聞かせ隊」
　　　　　　　 （会場／市民活動室）
時間　14時半～16時
入場無料

 「アナウンサー＆カメラマン体験」
時間　11時～正午

◇夏のプラネタリウム上映
◇ひとますリユース文庫（中央図書館）
◇ビアガーデン（花てまり）
◇東北新社パネル展示
◇物産展（ゆりぷらざ）

㈮ ㈯
／８５・６

　本市名誉市民の植村伴次郎さん（由利地域出身）が最高顧問を務める㈱東北新社提
供の映画を上映するなど、豪華イベントが盛りだくさん。８月５日と６日はご家族や
ご友人とともに、「カダーレ」で楽しい時間を満喫しましょう!

問い合わせ先　カダーレ事務局
　☎２２ー２５００

　お子様と一緒に楽しめる青島広
志さん（ピアノ）と小野勉さん（テ
ノール）のアフタヌーンコンサー
トをカダーレ大ホールでお楽しみ
ください。
チケット料　全席自由　一般　２，
　０００円　高校生以下　１,０００
　円（税込・当日各５００円増）
プレイガイド
　ゆりぷらざ（カダーレ内）
　☎２８－４３１３
※各コンビニでもお取り扱いして
　います。詳しくはカダーレ事務
　室まで。

 「マルチアーティスト青島広志・
ファミリーコンサート」
チケット販売中!

青島広志さん
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手づくり絵本展巡回展
　中央図書館で開催された第36回手づくり絵本展に
出品された布絵本などを市内２カ所で展示します。
岩城図書館　７月２日㈯～17日㈰
出羽伝承館　７月20日㈬～31日㈰
※各館の開館時間中にご覧いただけます。

夏の子ども読書のつどい
日時　７月30日㈯　10時半～11時半
会場　中央図書館こどもフロア　お話室
出演　おはなしたんぽぽの会
内容　歌とおどり、紙芝居、パネルシアター、人形劇

平成28年度　おとなの社会科３時間目
　「悪質商法に巻き込まれないために」
日時　７月15日㈮　14時～15時
会場　カダーレ２階　研修室２
講師　消費生活相談員　　定員　20人
参加料　無料（要申し込み）
申し込み・問い合わせ先　中央図書館　☎２２－４９００

月月５施設の催事案内施設の催事案内５施設の催事案内
㋕カダーレ  ㊥中央公民館  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル総

１ 金

２ 土

３ 日

４ 月
５ 火
６ 水
７ 木
８ 金

地域支援講座「人と人のつながりを考える」　13時半～15時半　資料代あり　㋕

Largoの会　音の花束コンサート　14時～　入場料あり　㋕
由利高校民謡部発表会　正午～　入場料あり　㋕

総
古典講座　～奥の細道（その一）～　13時半～15時　㋕
ぽぽろＣＵＰ （～17日）　８時～18時　

おとなの社会科３時間目「悪質商法に巻き込まれないために」　14時～ 15時　㋕

新美会絵画展（～ 17日）　９時半～（14日13時から、14日～ 16日17時半まで、17日16時まで）　㋕
日用雑貨販売会（～15日）　10時～　㋐

総
全日本吹奏楽コンクール  第58回秋田県中央地区大会　10時～　入場料あり　㋕
参議院議員選挙開票所設置（～10日）　８時～21時　

総㈱秋田新電元社内改善発表大会　８時～15時　

第28回本荘地区保育園こどもフェスティバル　９時15分～正午　㋕
第21回子吉川フェア　９時半～14時半　㋐

総
全日本吹奏楽コンクール  第58回秋田県中央地区大会　12時半～　入場料あり　㋕
第67回県民体育大会銃剣道競技会　８時～13時

日用雑貨販売会（～７日）　10時～19時（７日18時まで）　㋐

９ 土

10 日
11 月
12 火
13 水
14 木
15 金
16 土
17 日
18 月
19 火
20 水
21 木

22 金

23 土
24 日
25 月
26 火
27 水
28 木
29 金
30 土

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

８

㋐　休館日

㋕　休館日

本荘バレエスタジオ発表会　15時～18時　要整理券　㋕

第69回児水会展（～８月２日）　10時～ 18時（30日13時から、２日17時まで）　㋕
第66回本荘川まつり花火大会　19時半～　㋐

㋐　休館日

㋐　　　休館日総

3日　第12回由利本荘市交通安全市民大会　13時半～15時　㋕
5日　カダーレフェスタ2016（～６日）　㋕
5日　子どものまなび場・大人のまなび場づくり（～６日）　㋕
6日　家庭教育講座  「夏休み家族で体験入学」　９時～正午　㊥
6日　由利本荘にかほ剣道連盟剣道昇段審査会　８時～18時　
7日　はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～15時半　㋕
7日　社会人卓球大会　８時～18時　
8日　家庭教育講座「夏休みおもしろ体験」　10時～正午　参加料あり　㊥

総

総

　本市における優れた仏像彫刻で、通常
非公開の市指定文化財「如意輪観音菩薩
坐像」が31年ぶりに御開帳されます。
日時　７月18日㈪　10時～16時（自由拝観）
※11時～正午、13時半～14時半の御開
　帳法要中は間近での拝観はできません。
会場　宝円寺（館前）
問い合わせ先
　宝円寺　☎２２―５００４

31 日

総
全国コミュニティ・スクール研究大会in由利本荘　10時～17時　㋕
第64回全日本ローラースポーツフィギュア大会（～31日）　８時～16時　

総
㋕　休館日
７地区交流岩谷地区バレー大会　８時～16時　

㋐　　　休館日総
本荘お母さん読書会公開例会　13時15分～　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット　９時半～15時半　㋕

総
わらび座ミュージカル「奇想天外歌舞音曲劇げんない」　15時～　入場料あり　㋕
ハピネッツバスケクリニック　８時～13時　

平成28年度　第58回全県児童・生徒席書大会本荘由利大会展示会
　　　　　　　　　　　  （～24日）　９時～19時（24日14時まで）　㋕
第１回　クラフトいろいろ体験会（～23日）
　　　　22日10時～13時、23日14時～17時　材料費あり　㋕

シルバーカレッジ「鳳山学園」　10時～正午　㊥

イベント、行事の案内

ＥVENT
Information

㈪
／７ １８ 市指定有形文化財

 「如意輪観音菩薩坐像」
一般公開（御開帳）
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「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
　　　　　　　（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。

堀内　忠勇さん

佐伯　　繁さん

伊藤ヨシミさん

渡邊　時代さん

浅利テツヨさん

村上堅之助さん

阿部　良子さん

佐藤　トキさん

佐藤　シゲさん

（砂子下・86歳）

（三条・96歳）

（桜小路・80歳）

（井戸尻・72歳）

（水林・85歳）

（二番堰・86歳）

（矢島町七日町・69歳）

（矢島町城内・102歳）

（矢島町川辺・87歳）

佐々木里子さん

加藤　静江さん

佐々木正行さん

石川志津雄さん

工藤　孝子さん

伊東　　清さん

佐藤サヲミさん

渡部ヨシミさん

熊谷　勝男さん

新田　久悦さん

齊藤　昭一さん

松永　定雄さん

（矢島町川辺・85歳）

（岩城亀田大町・93歳）

（岩城亀田亀田町・64歳）

（岩城勝手・77歳）

（岩城内道川・78歳）

（森子・81歳）

（吉沢・99歳）

（小菅野・92歳）

（西沢・70歳）

（大内三川・87歳）

（葛岡・88歳）

（岩谷町・86歳）

太田　清さん（旧大内町功労者・小栗山）
６月５日永眠されました。昭和43年から通算11年間にわたり
行政推進員を務め、市政の発展に尽力されました。平成７年
旧大内町自治功労。88歳。

松永　英子さん

佐々木正二さん

佐々木克己さん

遠藤　三郎さん

髙橋ヨシ子さん

齋藤　武男さん

藤田アキ子さん

鈴木長三郎さん

眞坂昌五郎さん

村上　キヱさん

佐藤　悦士さん

茅野八重子さん

（岩谷町・74歳）

（中田代・78歳）

（小栗山・83歳）

（東由利老方・94歳）

（西目町沼田・96歳）

（西目町出戸・86歳）

（西目町出戸・73歳）

（鳥海町伏見・87歳）

（鳥海町中直根・85歳）

（鳥海町才ノ神・93歳）

（鳥海町小川・74歳）

（鳥海町中直根・82歳）

遠藤　恵理子さん

髙橋　早苗さん

三浦　義孝さん

山浅フクヨさん

石橋　　博さん

佐藤　榮吉さん

鈴木　ヨシさん

佐々木正三さん

細矢　　實さん

（中梵天・47歳）

（川口・52歳）

（石脇・75歳）

（三条・95歳）

（大鍬町・67歳）

（石脇・74歳）

（一番堰・93歳）

（宮沢・87歳）

（石脇・85歳）

<６月１日～ 15日受け付け分>

第18回由利畜産共進会

 「海洋センターのプール」
オープンします

　本荘由利地域の畜産農家が育てている肉用牛・乳用
牛が一堂に会し、発育や改良具合を比較審査する会です。
会場内では牛肉（精肉）販売や牛乳などのプレゼント
も行われます。
日時　７月16日㈯　８時半～正午
会場　あきた総合家畜市場（由利本荘市大谷地内）
出陳頭数　90頭（種畜の部　肉用牛70頭、乳用牛20頭）
内容　審査、「秋田由利牛」地域団体商標登録10周年記
　念牛肉（精肉）大特売、堆肥のプレゼント（先着50人）、
　牛乳のプレゼント（先着100人）
問い合わせ先　第18回由利畜産共進会事務局（ＪＡ秋
　田しんせい営農生活部畜産振興課内）　☎２７－１６
　０１

　Ｂ＆Ｇ海洋センター（由利・西目・大内）のプール
がオープンします。
期間　７月９日㈯～８月24日㈬　９時～21時
　 （ナイター営業については、各センターにお問い合
　わせください）
　※９時～17時までは、市内の中学生以下の方は無料
　　です。
問い合わせ先　海洋センター由利　☎５３－３１６６、
　西目　☎３３－４１２８、大内　☎６５－２２１０

㈯
／７ 9

㈬
／８２４
～

㈯
／７ １６

■本荘地域の
　ミニチャレンジデー
　尾崎スポーツクラブとさま
ざまな種目に親しみましょう
◇日時・内容…18日㈪　８人
制バレーボール、19日㈫　
卓球、ミニテニス、20日㈬
　ミニテニス、21日㈭　バ
スケットボール、22日㈮　
バドミントン、23日㈯　９
人制バレーボール、ニュース
ポーツ　19時～　◇会場…尾
崎小学校体育館（敷地内禁
煙・飲食禁止）　◇参加料…
無料　　
問 …本荘教育学習課　☎２
２―２６７３

■音の花束コンサート
◇日時…７月18日㈪　14時
～（開場13時半）　◇会場…
カダーレ　大ホール　◇入場
料…千円（小学生以下７００
円）　◇チケット販売…コン
ノ楽器、物産館ゆりぷらざ、
つちだ楽器、ジャズアンドカ
フェ・リラクシン（仁賀保駅
前）、カワイ楽器秋田ショッ
プ
問 …Ｌａｒｇｏの会　板矢さん
　☎０９０―６６２２―８０８
３

■ふれあい交流会
◇日時…７月10日㈰　９時半
～11時半　◇会場…シーガル
２階　バイオ研修室　◇対象
…障がいをお持ちの方　◇内
容…交通安全教室・講話　
◇参加料…無料
申込  問 …秋田県心身障害者
コロニー　松井さん　☎３３
―２２５５

■ふれあいダンスパーティ
◇日時…７月17日㈰　13時
～16時半　◇会場…市民交流
学習センター　多目的ホール
　◇入場料…千円
問 …西目社交ダンスサーク
ル　佐々木さん　☎０９０―
９０３９―１７０１

■韓国料理教室
　身近な食材でできる韓国料
理をぜひお試しください。
◇日時…７月10日㈰　11時～
（受け付け10時45分）　◇会
場…カダーレ　創作調理室　
◇参加料…千円（材料費な
ど）　◇定員…25人
申込  問 …７月８日㈮まで、
国境なき話し手　古川さん　
☎０９０―４５５９―４４７８
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５歳児健康相談事業５歳児健康相談事業５歳児健康相談事業

㈯
／７ １６

市内の海水浴場は
７月16日から海開き!

本荘マリーナ海水浴場の
クリーンアップに
ご協力を

秋田県立大学
オープンキャンパスを
開催します

第７回癒しの川
キャンドルナイト

修身館企画展
 「悳墨友会水墨画展｣　

　詳しい内容は、大学ホームページまた
はチラシをご覧ください。
 【システム科学技術学部】
日時　７月18日㈪　９時半～15時半
会場　県立大学本荘キャンパス
内容　施設見学ツアー、模擬講義、進学
　相談、研究室大公開など
問い合わせ先　県立大学本荘キャンパス
　学生・アドミッションチーム　☎２７
　―２０００
 【生物資源科学部】
日時　７月24日㈰　９時半～16時10分
会場　県立大学　秋田キャンパス・大潟
　キャンパス
内容　施設見学ツアー、模擬講義、進学
　相談、実験公開など
問い合わせ先　県立大学秋田キャンパス
　アドミッションチーム　☎０１８－８
　７２―１５３５

　７千本のキャンドルとＬＥＤでせせら

ぎパークをライトアップします。優しい

キャンドルの灯りとともに皆さんのご来

場をお待ちしています。

日時　７月９日㈯　17時半～20時15分

会場　本荘第一病院裏河川敷（子吉川せ

　せらぎパーク）

内容　キャンドルカップ手作りコーナー、

　愛のミニコンサート、詩の朗読など

問い合わせ先　癒しの川キャンドル委員

　会（本荘第一病院内）　石川さん　☎

　２２－０１１１

展示期間　７月５日㈫～９月11日㈰　

　 （月曜日休館。月曜日が祝日の場合は

　翌日休館）

会場　修身館（本荘公園内）

入館料　無料

問い合わせ先　修身館　☎２８－４７２２

開催期間　７月16日㈯～８月14日㈰
対象海水浴場　道川海水浴場、本荘マ
　リーナ海水浴場、西目海水浴場
問い合わせ先　【道川海水浴場】　岩城総
　合支所産業課　☎７３―２０１４　【本
　荘マリーナ海水浴場】　観光文化振興
　課　☎２４―６３７６　【西目海水浴場
　西目総合支所産業課　☎３３―４６１
　５

日時　７月16日㈯　７時半～８時半（雨
　天決行）
会場　本荘マリーナ海水浴場
　※終了後、海開きを行います。
問い合わせ先　生活環境課　☎２４―６
　２５３

㈯
／７１６

㈰
／８１４
～

㈫
／７ 5

㈰
／９１１
～

㈪ ㈰
／７ １８・２４

】

㈯
／７ 9

河合　樹生ちゃん（春香さん）石脇

佐藤衣乃璃ちゃん（広茂さん）小人町

佐藤　　凜ちゃん（  匠  さん）大鍬町

三浦　大地ちゃん（  佑  さん）葛法

鎌田　理功ちゃん（善行さん）薬師堂

越川　花帆ちゃん（大輝さん）薬師堂

阿部　心春ちゃん（祐太さん）石脇

三浦　璃人ちゃん（  元  さん）古雪町

<６月１日～ 15日受け付け分>
　   いつき

い　の　り

　　　 りん

　  だい ち

　　り   く

　　か   ほ

　   こ  はる

　   り  ひと

伊藤　凱音ちゃん（尚樹さん）一番堰

村上　　蓮ちゃん（  茂  さん）本荘

佐藤　優灯ちゃん（一春さん）石脇

畑中　喜衣ちゃん（  誠  さん）石脇

横山　一颯ちゃん（一彦さん）土谷

五十嵐光希ちゃん（健二さん）西梵天

蒲田　希叶ちゃん（悠貴さん）矢島町七日町

今野　咲心ちゃん（琢也さん）岩城二古

かい と

　   れん

ゆう と

 き   い　

いぶき

こう き

ののか

 に   こ

熊谷　　凜ちゃん（  理  さん）前郷

斉藤　　福ちゃん（  大  さん）吉沢

藤原　　潤ちゃん（泰宏さん）岩谷町

伊藤　葵歩ちゃん（大輔さん）長坂

中野　叶彩ちゃん（亮太さん）西目町沼田

佐々木広心ちゃん（寿智さん）西目町海士剝

佐藤　正真ちゃん（正直さん）鳥海町下川内

太田想乃佳ちゃん（直希さん）鳥海町上笹子

　　　 りん

　　　 ふく

　　　じゅん

　　き   ほ

　　の  あ

　  こうしん

　しょうま

そ   の    か

　市内の年中児全員が対象です。再来年小学校入学を迎えるお子さんが小
学校生活や学習に適応し、楽しい小学校生活を送るために、就学を見通し
た生活習慣や社会性を身につけていくための橋渡しとなる健康相談です。

 〈概要〉　親子で参加します。お子さんは個別面接や集団遊びをし、保護者の方はお子
　　　　 さんと離れて子育て学習会に参加します。 ※希望する方は、小児科医や臨
　　　　 床心理士・言語聴覚士・教育専門監・保健師・栄養士に相談できます。



◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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●期間　８月～12月（毎月１回、全５回）
　　　　※日程の詳細については後日通知します
●会場　本荘保健センター
●対象　60歳以上
●定員　60人
　　　　※会場の都合により、２グループ（30人
　　　　　ずつ）に分けて行います
●内容　血圧測定、ストレッチ・体操など
●講師　中高老年期運動指導士ほか
●申し込み・問い合わせ
　　　　７月８日（金）まで、健康管理課へ

７月
献血日程 ～ご協力ください～

【持ち物】保険証、お薬手帳
　　本荘由利広域休日応急診療
　　所（☎24－3917）、平日は健
　　康管理課（☎22－1834）

診療時間：10時～16時
  （受付時間：15時半まで）

※当番医師は変更になる場合があります

問

内科・小児科
休日応急診療所
内科・小児科
休日応急診療所

＜７月の予定当番医師＞
（敬称略）

３日㈰　 佐藤　省子
10日㈰　 渡邊　廉
17日㈰　 前原巳知夫
18日㈪　 松田　武文
24日㈰　 三浦　忍
31日㈰　 矢崎　憲二

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております

はーとぽーと大内ぽぽろっこ

実施場所受付時間
9:00 ～ 11:30
13:00 ～ 14:00 大内総合支所

３日（日）
15:00 ～ 16:00

県消防学校５日（火） 9:00 ～ 11:3013:00 ～ 16:00
10:00 ～ 11:20 矢島総合支所

鳥海総合支所14:30 ～ 16:0021日（木）

26日（火）
9:00 ～ 10:50

（株）ジェイエイ秋田しんせいサービス

日

（株）秋田新電元大浦工場

15:00 ～ 16:00

　

約
１
カ
月
後
に
迫
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
の

祭
典
・
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
。
ゆ

り
ほ
ん
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
と
、
日
本

人
選
手
の
金
メ
ダ
ル
が
期
待
さ
れ
る
柔

道
、
水
泳
、
陸
上
決
勝
な
ど
を
放
映
す

る
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
テ
レ
ビ

ユ
ー
山
形
）
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

さ
ら
に
７
月
中
は
加
入
金
３
０
８
６

０
円
が
無
料
に
。
こ
の
機
会
に
ゆ
り
ほ

ん
テ
レ
ビ
に
加
入
し
て
、
テ
レ
ビ
で
日

本
人
選
手
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
!

◆
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
の
放
送
予
定
（
一
部
）

柔
道
決
勝　

男
子
73
㌔
級
・
女
子
57
㌔

級
／
水
泳
決
勝　

女
子
２
０
０
㍍
平
泳

ぎ
、
男
子
２
０
０
㍍
背
泳
ぎ
な
ど
／
陸

上
女
子
マ
ラ
ソ
ン
、
男
女
４×

４
０
０

㍍
リ
レ
ー
決
勝
な
ど

※

再
加
入
の
場
合
や
事
業
所
な
ど
は
対 

　

象
外
。
宅
内
の
配
線
工
事
は
実
費
負

　

担
に
な
り
ま
す
。

※

新
築
住
宅
は
平
成
29
年
３
月
末
日
ま

　

で
加
入
金
無
料
で
す
。

申
し
込
み
先　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー
、

　

広
報
課
、
各
総
合
支
所
振
興
課
ま
た

　

は
出
張
所

問
い
合
わ
せ
先　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
65―

３
７
２
２

８
月
５
日
〜
21
日
の
リ
オ
五
輪

ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
な
ら

よ
り
多
く
の
種
目
を
楽
し
め
ま
す
!

加入金無料キャンペーン加入金無料キャンペーン
期間は７月１日～31日期間は７月１日～31日!
加入金無料キャンペーン
期間は７月１日～31日!

Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
列
の

チ
ャ
ン
ネ
ル
で

リ
オ
五
輪
の
楽
し
み

広
が
り
ま
す
!
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▶▶催し・各種日程
■きてけれ～サロン
　声かけボランティアのみなさんと、
お茶を飲みながらおしゃべりしてみま
せんか？軽い体操や健康相談のほか、
楽しい企画も用意しています
日時　７月21日（木）10時～14時
会場　本荘保健センター
問　声かけボランティア事務局
　　健康管理課　☎２２－１８３４

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話できます
開催日　７月21日（木）
相談時間　10時～10時45分、11時～
　11時45分、13時半～14時15分
　※相談時間は１人45分です
　※相談は予約制で１日３人までです
会場　本荘保健センター
申し込み　７月14日（木）まで、
　　　　　健康管理課へ
　　　　　 

■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽にお越しください
開催日　７月28日（木）
内容・時間　健康相談・血圧測定（９
　時半～10時）、気になるクスリのお
　はなし（10時～11時）
会場　鶴舞温泉　中広間
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666
!

クイズの答え　Q1→３　Q2→２
応募総数  41通  ありがとうございました

おみやげにど
うぞ!

御田の方ホイル焼き

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

ちょっとひといき・・・

まち散歩
 ・味めぐり
まち散歩
 ・味めぐり ３３

 

（
鈴
木
さ
ん
・

歳
・
東
由
利
地
域
）

!

!

!

東海林ぬい子さん
伊藤ひろ美さん
佐藤　輝枝さん
佐々木鋭一さん
鎌田　クラさん

（本荘）
（本荘）
（本荘）
（大内）
（東由利）

岡本　悦子さん
斉藤久美子さん
那須　　稔さん
佐々木幸子さん
池田　善一さん

（本荘）
（本荘）
（岩城）
（大内）
（西目）

言
っ
て
面
白
い
で
す
よ
ね
。

取
材
に
行
く
と
、
同
じ
市
内

で
も
こ
と
ば
が
違
っ
て
驚
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
お
気
に

入
り
の
方
言
あ
り
ま
す
か
？

ど
か
な
風
景
を
見
る
と
気
持

ち
が
穏
や
か
に
な
り
ま
す
。

各
地
へ
取
材
に
行
き
ま
す
が
、
今

ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
景
色
を
発

見
す
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

畑
に
と
っ
て
は
雨
も
天
か
ら

の
恵
み
。
ゆ
う
う
つ
な
梅
雨

も
豊
作
の
た
め
と
思
え
ば
、
少
し

晴
れ
や
か
な
気
分
に
な
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

を
「
お
ん
」
と
読
む
場
合
の

紙
面
で
の
漢
字
表
記
は
御
中

や
御
大
な
ど
に
限
ら
れ
、
お
守

り
、
お
点
前
な
ど
は
ひ
ら
が
な
書

き
に
（
共
同
通
信
社
「
記
者
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」）。

取
材
へ
の
ご
協
力
に
対
し
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

方の田御

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

「人権の花」を植えてピース!
（６月８日・尾崎小学校）

田口菓子舗  田口卓也さん

バラ売りと箱
(10個入り)を用意

チャンスを生かして
みんなで盛り上げましょう!

」
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話題の取り組み、注目の人

思えば、遠くへ

市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
、
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

　

今
年
５
月
、
埼
玉
県
東
松
山
市
の

箭
弓
稲
荷
神
社
で
、「
最
も
大
き
な

木
製
ス
タ
ン
プ
」
の
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
に
挑
戦
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
挑
戦
に
は
、
北
は
北

海
道
、
南
は
大
阪
府
か
ら
38
人
の
印

章
職
人
が
参
加
し
、
１
・
３
㍍
四
方

の
印
面
に
、
同
神
社
の
御
朱
印
を
忠

実
に
再
現
し
た
「
箭
弓
稲
荷
神
社
」

の
文
字
を
手
作
業
で
彫
り
上
げ
ま
し

た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
東
北
か
ら
唯
一
の
参

加
。
普
段
仕
事
で
使
っ
て
い
る
印
刀

を
ノ
ミ
に
持
ち
替
え
て
製
作
に
臨
み

ま
し
た
。
製
作
に
要
し
た
期
間
は
約

１
カ
月
。
職
人
た
ち
が
交
代
で
作
業

を
進
め
て
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

重
さ
４
２
０
㌔
の
巨
大
御
朱
印
は

ク
レ
ー
ン
な
ど
を
駆
使
し
て
和
紙
に

押
印
さ
れ
、
見
事
世
界
ギ
ネ
ス
記
録

に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

髙
橋
さ
ん
は
「
御
朱
印
は
神
社
に

百
年
は
保
存
さ
れ
る
の
で
、
私
の
名

前
も
神
社
に
残
る
こ
と
に
な
り
、
こ

れ
は
職
人
と
し
て
大
き
な
誇
り
。
や

れ
ば
出
来
る
と
い
う
自
信
も
つ
い
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
こ
と
に

積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
は
ん

こ
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

い
」
と
声
を
弾
ま
せ
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
働
く
谷
合
さ
ん
は
、

「
地
域
医
療
に
取
り
組
め
る
場
所
」

を
探
し
、
本
荘
地
域
の
病
院
に
１
年

間
勤
務
す
る
つ
も
り
で
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
い
つ
の
間
に
か
７
年
が
過
ぎ

ま
し
た
。
30
歳
を
過
ぎ
る
ま
で
首
都

圏
を
出
て
暮
ら
し
た
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
本
市
で
の
生
活
に

不
満
は
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

 「
水
、
空
気
、
米
、
野
菜
、
魚
。
食

べ
物
は
何
で
も
安
く
て
お
い
し
い
し
、

何
よ
り
人
が
い
い
」
と
谷
合
さ
ん
。

町
内
会
の
人
な
ど
が
声
を
か
け
て
く

れ
る
の
で
輪
に
入
り
や
す
く
、
裸
ま

い
り
な
ど
の
伝
統
行
事
に
も
、
地
元

の
人
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
参
加
し
て

楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

幼
稚
園
に
通
う
お
子
さ
ん
が
い
ま

す
が
、
子
育
て
面
で
も
本
市
は
安
心

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
地
震
や
Ｐ
Ｍ

２
・
５
な
ど
の
地
政
学
的
な
リ
ス
ク

が
比
較
的
小
さ
い
こ
と
、
待
機
児
童

の
心
配
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
近

所
を
知
ら
な
い
人
が
歩
い
て
い
て
も

周
り
の
人
が
気
づ
い
て
く
れ
る
こ
と

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

谷
合
さ
ん
に
と
っ
て
由
利
本
荘
市

は
「
自
然
環
境
も
人
柄
も
よ
く
、
や

り
た
か
っ
た
地
域
医
療
に
も
取
り
組

め
て
、
こ
れ
以
上
望
む
こ
と
は
な
い

く
ら
い
の
人
生
の
楽
園
」
だ
そ
う
。

こ
れ
か
ら
も
本
市
で
暮
ら
し
な
が
ら
、

最
後
ま
で
口
か
ら
食
べ
る
楽
し
み
を

支
え
る
医
療
の
実
現
を
目
指
し
、
地

域
に
貢
献
し
た
い
と
意
気
込
ん
で
い

ま
す
。

や
き
ゅ
う

A ttractive People

F rom afar

私たちの私たちの
由利本荘市由利本荘市
私たちの
由利本荘市

出生地の東京都出生地の東京都出生地の東京都

大きく堅いケヤキ材を彫る髙橋さん（右）・
世界記録認定当日の様子（左）

神社から贈られた感謝状とともに

友達になった移住者家族などと一緒に（谷合さんは左上）

!


